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山 形 に お け る 仏 壇 工 芸 に つ い て

勺レ 田 秀 雄 馨

OntheBuddhistFamilyAltarManufacturinginYamagata

HideoUCHIDA

(1974年9月28日 受 理)

は じ め に

わが 国の伝統工芸 の一 つに漆器工芸 があ る.奈 良は諸工芸 の濫膓の地 であ るが,な かで

も,も っと も伝統 のあ る ものが,奈 良漆器 であろ う.正 倉 院に残 る螺 鋼漆器は その最高の

ものと されてい る.こ の漆工 は奈良 よ り各地 に広が り,そ の風土 に応 じて,特 産地 を形成

してい る.し か し,周 知 の通 り,こ の工 芸は今 日では,そ の製法の特殊性の故に,一 部の

家具,膳,盆 などの高級板物 に余命 をつないでい るにす ぎない.と ころが,こ の よ うな漆

工 のなかで,い よいよ盛行 をみせ,か くれた売 れ行 きを示 してい る ものに,漆 工 を集大 成

した もの といわれ る,わ が国独 自の仏!工 芸が あ る.わ た くしは,こ の仏 壇工 芸を中心 と

して,各 地 の ものについて,い ささか調査 と研究 をっづけ,若 干の成果 を発表 して きたi).

この小論 も,そ れ らに続 くもの で,東 北地方 の代表 として,山 形 のそれを と り上 げ た.

東 北 はわが国の文化的風土の面に おいて も…つ の地域 であ る如 く,そ れに相応 じて,仏

壇工芸において も,他 の地域にみ られ ない特殊 な ものが あ る.す なわち,山 形独 自の 「位

牌厨子」 と称す る もの を もってい るのであ る.

この独 自の ものは,東 北地方の風土牲,な い し宗教性 に強 く支 え られてい る ものであ る

と考 える.こ の よ うな観点か ら,こ の 山形仏壇 を と りあげ る.し たが って,こ れは山形 の

単な る生産地理でな く,こ れに よって,東 北地方 の風土性 に一 つの ライ トをあて,東 北風

土の一面 を明 らかにせん とす る ものであ る.よ って,仏 壇 その ものには,必 ず し も多 く触

れ られていない.こ れが小論の 目標 とす ると ころであ る.

歴 史 的 背 景

山形は東に蔵王,西 に朝日 ・月山を望む馬見が崎川の扇状地に発達 したまちである.正

平11年(1356)出 羽按察使 として入部した斯波兼頼が築城し,城 下町の形態を整えた.こ

の時,最 上を氏名とし,地 名を1[i形と改めた.最 上氏13代270年 にわたった.i義 光,関 ケ

原に際して東軍に属し,57万 石,東 北第一の大領国を形成 した.城 下町を整備 し,繁 栄を

はかった.義 光の孫,義 俊の時,内 証(元 和8年)が あって改易とな り,最 上氏は近江 ・

三河に1万 石,の ち近江のみの5千 石とな り,湖 東の大森陣屋にいた.山 形は5藩 に分け

られて,明 治維新まで250年 間,12回 の藩主の交替があ り,そ の都度,領 地は削減,縮 少

された.明 治維新は水野忠弘(5万 石)で 迎えた.

山形は最上川を通 じて,酒 田を外港 として日本海航路,瀬 戸内海を迂回して,大 坂 ・京

都方面 との通商がさかんであった.か くて,山 形は奥羽内陸地帯における重要商業地点と

して発達 した2}.
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上 方 の 影 響

元和8年(1622)酒 井氏は鶴岡に城を構え,酒 田に留守居をおいて,行 政を36人衆に任

せたので,港 町 として自由に発展した.寛 文12年(1672)河 村瑞軒,西 廻 り航路を再整備

して,米 の集散地 として著名となった.西 鶴のr日 本永代蔵』に回船問屋鐙屋(近 江屋)

の繁昌ぶ りが,か かれているが,享 保4年(1719)大 問屋48,小 問屋49が あった.酒 田よ

り西廻 りは江戸へは東廻 りよ りも300里 近 くも遠いが,運 賃が僅かながら安かったので,

庄内米の大半は大坂まで送られた.

山形盆地の周辺の諸地域の特産は生糸 ・青苧(あ さの荒皮)・ 紅花 ・漆 ・臓 ・大小豆 ・

こうぞなどであったが,西 村山郡の山村は漆 と青苧の産地であ り,紅 花は山形 が 主 産地

で,こ れは寛政年間1,400～1,500駄(1駄32貫 ・130キロ),全 国の23を 占めていた.こ の

ような特産物は,近 世初期か ら仙台,山 形,天 童,酒 田に進出してきた近江商人などの手

によ り上方の塩津一びわ湖一大津を経て京に送 られた.享 保6年(1721)に は,日 野商人

の進出禁止令が出たほどであった.紅 花は藍とともに当時の重要染料で,上 方に運んだ近

江商人に紅屋を号す るものが多かった.「 丸紅」はその名の今に残る商社である.

みかえ りとして,塩,塩 魚,こ んぶ,繰 糸,木 綿,京 ・大坂 ・近江 ・伊勢 ・名古屋 ・江

戸の古着などが山形を巾継地 として,仙 台,米 沢,若 松,一 関あたりまで販売された.

近江商人はその言語,風 俗か ら,も たらす交易品の一 々に至るまで,優 れた上方文化に

薫染 していたので,土 地の人びとに対 して大 きな魅力であったに相違ない.土 地の文化は

彼 らとの接触によって,次 第に,そ の水準を高めたことは疑いのないところであろう3).

漆工の総合工芸である仏壇は,高 い文化的基盤の上に成立する.仏 教工芸の伝統は奈良

・京都 ・彦根 ・長浜 ・金沢 ・高岡 ・長岡 ・山形へと上方文化伝播のルー トを通 じて城 下

町,文 化中心地域へ と延びていった.そ して,山 形はその成長の最尖端である.

城 下 町 の 形 成

山形の城下町の町割は,最 上義光の頃で きあがったらしく,羽 州街道 は城に突 き当 っ

て,西 に開いたコの字型に曲折しているので,そ れに沿って,南 か ら五日町,八 日町,十

口町,七 日町,旅 籠町,六 日町,四 日町 と町割して,町 人を居住させ,そ の東側に蝋燭

町,塗 師町,桧 物町,桶 町,銀 町,材 木町などの職人町があって,諸 工芸が保護 せ られ

た.そ の外側と城内に侍屋敷を割 り付け,小 白川や長町に も足軽屋敷があった.小 白川か

ら北 に専称寺とその塔頭の寺町が割付けられ,市 北 の鳥海月山両所宮の山伏町,市 南の八

幡神社の社人町とともに城下の守 りとした.か くて,山 形は宗教の生活と密着している宗

教都市でもあった.

兼頼入部のとき,9名 の鋳物師がいたというが,義 光,山 形城主とな る と,慶 長9年

(1604)銅 町を宮町北の現在地につくって,彼 らを住居せしめた.馬 見ガ崎川の砂を利用

して,日 用品,特 に仏具を多 く作ったが4),出 羽三山には男子成人すれば,必 ず詣 らねば

ならなかったとい う風習から,そ の参詣に必要のあった錫杖,結 袈裟の飾 り金具(い つれ

も銅製)な どの需要が多かったと思われる.こ の銅製金具が仏壇工芸に欠かせないもので

あ り,こ れは次第に技術の向上をもたらした.

後 日談になるが,日 露戦争当時,銅 町の鋳物業者が東京の砲兵工廠にでかけ,彼 らは帰

って,新 技術を導入して,機 械鋳物に転換 した.こ れが,第2次 大戦後,今 日の山形の代

表的工業である,ミ シン工業につなが るのである.城 下町の形成によって,塗 師,桧 物,
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図1山 形城下町の図

轟
麟
騒
写真1結 袈裟

行者(道 人)の 「結袈裟」

(真言修験)後姿.

輪宝紋と渕取の金具があ

る.

桶,木 材,銀,銅 などの関連業者が集住 し,既 に触れた如 く,原 料の漆は名産であったの

で,仏 壇工芸成立の素材はととのっていたといえる.仏 壇は家屋建築 と同 じく漆工の総合

的な ものであるので,文 化的背景を必要とす る.そ れについては既に述べた通 りである.

しかし,こ れが特産地として,企 業として形成 されるには,そ れを必要とする宗教的風土

があらねばな らぬ.

仏 教 的 雰 囲 気

寺院の興亡は少ない ものであるが,な るべ く古いものとして,次 の表によると,山 形,

福島は東北6県 中,最 も濃厚な仏教地域であるといえる.曹 洞,真 言の占有率が高いが,

山形は曹洞,真 宗,時 宗が首位にある.曹 洞 は後に詳しく述べるが,葬 祭 と治病(祈 禧)

の二本立の宗派であ り7),東 北に根強い地盤を もつ巫の呪術と妥協 し,そ れを補足 して栄

えたと思われる.秋 田とともに真宗 も多いが,こ れは北陸につづ くものであって,こ れが

山形の曹洞宗の宗教儀礼に後述する如 く,強 い影響をあたえているのである.

山形の誇 りとす るところに,慈 恩寺と立石寺(山 寺)と がある.慈 恩寺(寒 河江)は 行

基の草創を伝え,聖 武天皇勅願の波羅門僧正の開基としている.本 堂は元和4年 最上義俊
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東北六県寺院分布表(明 治34年 ・1901現在)6}
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の再建である.山 寺は貞観2年 慈覚大師の開基とし,根 本中堂は斯波兼頼の再建で・堂内

には建立当時,比 叡山中堂 より移 された法燈が不滅の光 を放っている.元 亀2年 叡山焼討

後,中 堂の再建に当って,再 び,こ の法燈の火を移した.芭 蕉の 「閑か さや岩にしみ入螂

の声」 とa)と もに世に知 られ,無 言のうちに山形の人びとに宗教的感化を及ぼしている.

東 北 に お け る 曹 洞 宗

旧仏教,新 仏教ともに化外の地であった東北は,よ く曹洞僧の面目を発揮 して,諸 師の

来入す るもの多 く,早 くも峨山の法弟月泉の活躍があり,正 法寺(岩 手県江 刺 郡)は 後

世,永 平寺,総 持寺と並んで曹洞三区の本寺と称せ られるに至 った.東 西の交通,南 北の

連絡は健脚を誇った禅僧には易々たるものであり,要 所要所はすべて彼 らの手に帰し,こ

こに曹洞王国を建設するに至 った.ま さに地の利,時 の利,人 の利を得た結果,こ こに曹

洞禅の発展をみたといっても過言ではなかろう9).

東海に始って,中 部の山岳地帯を経て,越 後,東 北へと延びたことが,次 表(表1)で

知 られる.
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さらに,そ れぞれの都府県において,曹 洞宗以外の寺院と曹洞宗寺院 との百分比を出し

てみ ると,次 表(表2)の 如 くになる.
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表2曹 洞宗寺院都府県百分比表

3・%以 上{青 森,岩 手,宮 城,秋 田,山 形,鵬,長 野 山梨瀞 岡,鳥 取

10-30°% 新 潟,富 山,群 馬,栃 木,埼 玉,茨 城,千 葉,東 京,神 奈川,岐 阜,愛 知,三 重,

京 都,兵 庫,岡 山,広 島,島 根,山 口,佐 賀,長 崎,熊 本,大 分,宮 崎

10%以 下
i石川滋 賀,大 阪・瓢 和歌江L酬 ・鶴 滴 知・綱 漉 児島

岩手 の54%を 最 高 と して,著 しい東 国的,山 国的性格が出ていて,香 川の0.6%を 最 低

に して,西 日本,特 に瀬戸 内に著 しく少 ない.

また,檀 信徒の職業構成 をみ ると,別 表(表3)の 如 くであ る.農 業が全有業の70.2°o

を占 め,そ の他 の有業者 が全 体合せ て,わ ずかに30%に 満表3檀 信徒職業表

__.__二._。__一_=_=___た な い.
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(35.4),北 海道(40.9)で あ るが,東 京,大 阪の少 ない

の は当然で あ るが,奈 良は林業(29.5),北 海 道 は 漁 業

21.8が これ を補 っていて,農 林漁 の一次 産業 とすれば,奈

良,北 海道 と もに60°o以 上 とな る.古 くか らいわれてい る

如 く,「 臨済将軍,曹 洞土民」 で農 山地 に土 着 してい る宗

教であ ることがわか る.

以 上に よって,曹 洞宗 は山形 を巾心 として,濃 密 に東北

6県 に浸透 してい ることが明 らか とな った.然 らば,そ の

発展の理由如何.

東 北 と 曹 洞 宗

曹洞宗の地理的分布を理解するに当って,臨 済,曹 洞の禅風の相違について,一 ・応ふれ

てお く必要がある.臨 済は与えられた公案について考究して,大 悟徹底にいたるのに対 し

て,曹 洞はひたすら坐禅によって,心 をしずめ,内 面的に絶対自由の境地を体得するもの

で,こ れには公案の必要はない.道 元が 「只管打坐」努力生活そのままが理想であ り,充

実 した生活を送ることを主張した11).

臨済が貴族的趣味の主張と結びつき,有 閑的な遊戯となる傾向があったが,曹 洞はその

傾向から地方に広まり,大 衆の宗教となった.こ こに曹洞が東 日本の後進地に広がって行

く,そ の教の性格からくる理由がある..

しかし,云 うまで もな く,道 元の思想は極めて純粋な もので,ll七法仏法の不二を説いた

のであるが,一 見甚だ出世間的な ものがあった.一 般大衆とは極めて接触 しがたい もので

あった12}.

然 らば,こ のような教がどうして大衆の ものとなったか.そ れは教義の新 しい展開にま

たなければならなかった.
na伝正直を極めた道元の宗風 も螢山

,峨 山が出ずるに及んで,民 衆化の道をたどり,祈

祷主義がとり入れられた.そ の法式 も天台,真 言化して益々民衆化 して,一 面宗風は退い

たが,禅 が大衆から愛せられるようになった.開 祖の意としたことは,教 団が形成 され,

それが広まらんとするならば,大 宗教家の天才的境地 も無知の大衆(閾 提)へ の融合のた

めに所謂俗化しなければならなか った.
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曹洞に先だつ臨済の勢力に比肩しうべ くもなく,曹 洞は臨済の殆んど省みることのなか

った避遠の地にその活路を拓かねばならなか った.こ こにおいて,そ の民衆化は彼らの生

活上,必 要不可欠の問題であった.か くして,曹 洞禅は最 も平明な呪術的な祈祷主義的と

なり,開 祖道元の最 もきらった儒 ・道の教を も併せ説 く,誰 に も受け入れられ易い教とな

った13).ま た,東 北はこれを受け入れ易い基盤がすでにあった.そ れについては後に述べ

ることとして,禅 風の俗化を具体的に今少 し解明することとする.

一師相伝 ,師 資相承をやかましくいう禅では,当 然その宗風 として宗祖崇拝とな り,高

僧寂すれば,そ の弟子は師徳を慕って,塔 の頭に構えた房舎に住んだ.こ れが所謂塔頭で

ある14).従 って,転 じて山内の寺院,寺 中,子 院を塔頭 とも云 う.ま た,禅 僧 の 石塔 は

「無縫塔」(卵 塔,蘭 塔)で,一 般に套堂を建てた.こ れが塔院で,塔 院の頭を塔頭とも

いう15).「本来無0物 」を説 く禅 も墓を尊崇して,密 教や浄土教の作法をとり入れて,15

世紀頃になると葬法を完成する.在 家の葬式に も関係するようになった.本 来,固 定資産

をもたぬ曹洞は,こ れによって財源を得た.も ともと,禅 宗では出家の葬法だけがあった

が,地 方豪族,農 民相手の曹洞は 「尊宿葬法」(出 家の葬法)の 単純化をなして,大 衆の

葬儀 も行なうようになった.坐 禅 と葬法とが逆転して,葬 法を第0と して居士,大 姉,信

女,禅 門,禅 尼の戒名ができた16).追 善供養など本来禅の ものでなかったが,こ れをや ら

さ"るを得な くな り,百 年忌,何 百回忌をも実施するに至った.人 生の一大事である葬祭を

一大事であるとした.そ うして,こ のことによって郷村の宗教として発展 した.

圭室諦成はその著r葬 式仏教』で,恵 心がr往 生要集』のなかに 「臨終の行儀」即 ち葬

式を重視 していることに注 目している.ま た,こ れこそが,仏 教の庶民化に大切な ものと

考えている.

これにっいて,思 われるのは親鷺の人間観である.彼 のr教 行信証』の総序に 「斯れ乃

ち権化の仁,斉 しく苦悩の群萌を救済 し,世 雄の悲,正 しく逆 ・誘 ・閾提を恵まんと欲し

てな り」とある.逆 は五逆,諺 は諺法の徒であるが,閾 提は 「0關 提」(icchantika)

のことで,本 来は 「欲求するもの」の意で,快 楽,現 実主義者 というような意味である.

宗教に対 して無根なるもの,た だ食って寝て,精 神的な営みをまった くもたない ものをさ

す.親 鷺が関東において見出した人間像を一閲提 ということばで表現 したのであろう.彼

の関東でぶっつかった人間像は,た だ生きる,た だ食いのびる,と い うことに精いっぱい

の存在,そ んな人びとであった17).

関東,東 北に仏教が広まらんとするな らば,こ のような人びとがどうして縁を結ぶかと

い うことである.密 教的な異安心を説いたとして,晩 年,親 鷺が一子善鷺を,義 絶 しなけ

ればな らなかった,当 時の関東の大衆を思 うべ きである.恵 心の説はあ くまで臨終の行儀

作法で,今 日の死後の葬法ではないが,生 きた葬式,人 をして安心して死に至 らしむる作

法で,最 も具体的な仏教教化である.葬 式 こそは一家春族一門に仏法を徹底せしめ うるも

のと思える.曹 洞禅 も 「尊宿葬法」を解放 し,大 衆と接す ることによって一般化した.す

なわち,曹 洞禅は師資相承,墳 墓崇敬を宗風 とす ることによって,隆 昌するよ うに な っ

た.と ころが,こ のような墳墓崇敬を容易に受け入れ る基盤がすでに東北にあったのであ

る.

出 羽 三 山 の 信 仰

羽黒,湯 殿山,月 山の出羽三山,と くに羽黒は崇峻天皇の蜂子皇子開創 とし,役 の行者

の大峰(当 山派)熊 野(本 山派)に 対 して,羽 黒派 として,衆 徒所々に,方 々に 居 住 し
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て,清 僧,修 験,社 人,禰 宜,神 子 ら都合7千 余坊 といわれて,中 世に有力な武力を形成

していた.史 料を欠 くので中世のことは明らかではないが,中 世末には御師の活動が表面

化して くる.

近世初期,羽 黒山は寛永寺(天 台)の 末寺たらん として,湯 殿山と抗争 したこともあっ

たが,山 上衆徒28坊 は清僧山伏(真 言),麓 の手向に300坊(天 台)の 妻帯修験がいた.

湯殿山は三山の総奥の院 といわれ,大 日如来修行の成就,即 身成仏の地であ り,阿 弥陀

の浄土であ り「修行成就,即 身成仏証得の山」であるとした.湯 殿山4ケ 寺(真 言)注 連

寺,大 日坊,大 日寺,本 道寺を中心に,山 籠修行 し 「即身成仏」を考えるもので,空 海の

入定の信仰によ り,仙 人沢において木食行を以 って,悟 道の境地に至 らんとした.

両山ともに行人というものがいて,精 進潔斉,厳 しい修行をして,道 者(登 山者)を 案

内 した.湯 殿山の行人には過去に暗いかげを持っ人か,社 会から逃げ出 した人びとで,そ

の代 りに橋をかけたり,各 種の社会事業をした.彼 らのなかには空海の先躍に よ って 入

定,即 身成仏していわゆる即身仏となった人がいる.い ずれ も海号を称した.本 明海(本

明寺)忠 海(海 向寺)真 如海(大 日坊)円 明海(海 向寺)鉄 門海(注 連寺)鉄 竜海(南 岳

寺)(以 上6体)で ある.

この即身仏 とは己れ自身の肉体を永久に残 さんと,己 れ自身で熱望 している,世 界に類

例のない独自の ものである.中 尊寺以外に多数の 「即身仏」(ミ イラの一種)が 現存し,

その習慣は11世 紀以来,20世 紀に至 るまで綿々として続いている.こ れは弥勒信仰に彩 ら

れていることは事実であるが,そ の奥に 「もっと古い時代か ら東北に禰漫していた ミイラ

作 りの習慣」があ り,そ れが中尊寺と湯殿山 ミイラと 「思えてならない」(安 藤更生)と

主張 されている18}.

清衡の 「中尊寺建立願文」に 「鐘声の地を動かすごとに冤霊をして浄刹に導か しめん」

とあるとのことであるが,東 北開発にまっわる戦争,紛 争で無実の罪によって,没 した諸

霊をなぐさめるための0寺 を建立せんとした.

か くして・三代(清 衡 ・基衡 ・秀衡)に わたって,諸 堂院が建立され,都 におとらぬ仏

教文化都市が建設 された.そ れ らは壊滅に帰 したが,し か し,今 に残る金色堂は三代の寺

院計画にふくまれていない もので,こ れらのものとはまった く別個の葬堂,っ まり墳墓の

一形式としてつ くられたものであった.は じめ,清 衡,基 衡を別々に葬堂を建立する予定

であったが,そ うもゆかな くて,中 央に清衡,右 に基衡,左 に秀衡,秀 衡の棺中に泰衡の

首級が合杞 されている.

遺体を安置する埋葬法式は日本古来の ものでなく,東 北特有の様式をお もわせる19).き

きに も触れた立石寺(山 寺)は 天台宗の古刹であるが,宗 派に関係な しに,古 くから今日

において も 「歯骨納」に人びとが集る慣習があるto).何 か一連の関連性を思わせる.

東北はこのような遺物崇拝の一種異様な地域である.そ して,こ の三山へは男子15才 に

して必ず初詣をした.昭 和13年 湯殿2万,月 山1.6万,羽 黒10万,合 せて13.6万 人が登山

した.前 年の12年 は丑年であったので40万 人の参詣があった.社 寺には往々にして,干 支

により参詣の多寡がある.秩 父巡礼は午年,富 士登山は庚申であるが,湯 殿山は丑年がこ

れに当る.湯 殿へ延享2年 乙丑(1745),3万8,000人,文 化14年 丁丑(1817),2万6,856

人があったというztl.

東北0円,北 関東,北 陸の壇那場,霞 場(壇 回の範囲)か ら群参 したのである.葬 法中

心の曹洞禅が受け入れられる要因がそなわっていた.あ るいは,そ れに迎合することによ

って曹洞禅がのびたともいえる.
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山 形 の 漆 器

漆器は山形を巾心に鶴 司,酒 田などに独自のものを出していた.鶴 岡は元来,武 具 より

出発 して,漆 下地を用いて堅実なもので,板 物の11r,盆,菓 子器などで,素 材にホオを用

い,塗 は高級で,他 の追従を許 さなか った.酒 田は指物業に従属 していたので,家 具関係

であった.し か し,そ れぞれ特色をもっていた.

慶長年問,最 上義光は山形の市区を定め,さ きに も触れておいたように,塗 師を一区画

に集住せ しめて,塗 師町 と称 し,ま た鞘町をおいて,刀 槍その他の武器を製造せ しめた.

1-t永の頃,一 時漆工は衰微 したが,安 政年間には回復 し,朱 座 もおかれた.

大正時代に山形産業十年計画を立案実施 して,漆 工の講習会 も度々開催 され講師には東

京工業試験所 より招聰 した.山 形名産紫壇塗の発達をみた.大 正7月,県 立工業試験所を

設置 して,漆 工部をおいたが,大[1三12年に これを廃止 した22}.

表4

/f 数i

東 北六 県 漆 器 表(明 治34年 ・1901)E3)

職 工 価 格(円) 1戸 産 り産額(円)
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島
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壬

}
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表5漆 液産額(貫)2の
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福 島

手岩
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452

1,950

3,74?

5,860
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136
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L-.鯉 一
1

9101
-

171
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261
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1124
i

517

77,84gl
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330,800

27,695

78,395

20,165
『一 『一 一 一 一　「

79,825

587

913

955

670

276

324

ヒ表(表4)に よ ると,戸 数において も,産 額に おいて

も抜群 は会津塗 であ る.青 森は戸数は少ないが,多 額の生

産 があ った.寛 文10年(1670)以 来,藩(弘 前)の 保護が

あ って,蝋 色仕上 げの津軽塗 は下駄 に名声を博 してい た.

古 来,漆 液は左表(表5)の 如 く,こ と を か か な か っ

た.金 具 は前述 の通 り,800年 の 伝統 を誇 り,明 治34年 に

鋼器 の製品 高5万4000円 が 記録 されてい る.今 日も鋳金作

品 の多彩 を全国に誇 ってい る.

(「り」～」台34句{。1901)

山 形 仏 壇

仏壇はそれぞれの宗派の儀軌に合 うように作られる.こ こは前述の通 り,曹 洞地域であ

るので,本 来曹洞型であるべ きである.曹 洞型は素木,唐 木造 りを本体とするのであるが

山形は,新 潟につづ く,真 宗地域で もあるので,北 陸門徒の影響をうけて,金 箔塗の華麗

なものになっている.た だ,金 沢,高 岡などの本格的真宗地域にみるような大型はない.

また,上 下二段分離式 となっている.こ の型は名古屋型であるが,東 海(愛 知 ・静岡)

中部(山 梨 ・長野)新 潟,山 形へと続 く地域は曹洞地域であるので,名 古屋型の流入かと

考える.長 野は京都式の小型であ り,由 梨はわた くしは未調査で問題を残 している.名 古

屋型は伊勢,美 濃の低湿地の熱烈真宗門徒の水害対策 として形成 されたとわた くしは考 え
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て い るが,従 って,型 も大型

鴛艦饗繋
寸とい うところで,一 問を二

分 したところに安置する2尺

5寸 ものが標準であろう.宮

殿の柱に金箔塗の 「巻竜」を

つけ るのが,山 形壇 の特徴 と

されてい る.
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し"
勢

『 澱
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山形仏壇

右側に唐木の禅宗本来の型のものがある.

左側に真宗の影響をうけた,硫 段分離式(名 古屋型)

の 金箔仏壇がある.(昭 和49.8.旅 籠田∫N店 にて)

製 造 工 程

総合漆工である仏壇は,そ の制作はそれぞれ分裳化,尊 門化 しているが,各 地でみられ

れ る職種は普通,「 仏壇八職」といわれるものであるが,こ こでは下地師とか仕組師があ

って,他 の地方に比べて分業化が進んでいる.

仏壇九職

(1)素 地師 素材は姫小松,ヒ バ(ア テ,ア スナロ)(耐

湿性が あ って,膨 張系 数が もっと も少 な く素地 に適 し

ている)ホ オ(朴)(春 材,秋 材0)区 別 がな く,材 質

均等で,渋 下地 に適す る.板 物 〔盆,膳,箱 〕な どに

広 く使 用 され る良材)を 川いて,外 側,引 出 し,棚,

雨 戸 などをつ くる.以 ヒによ って堅 牢な も の が で き

る.

(2)宮 殿 師 素材 は姫小松,ヒ バで仏壇 の串心 とな る宮殿

を作 る.障 子 を独立 して作 る所 もあるが,こ こでは宮

殿師が作 る.桟 を 「アモダ」(い ぬ ぐす)で 作 る.

(3)彫 師 姫小松 を素材 と して,ら ん 問その他 の彫刻 を

す る.前 述の宮殿 の柱 の巻竜 は特産 であ る.

(4)金 具 師 伝統 あ る山形金具 であ る.

(5)下 地 師 東北 一帯の漆塗は柿 シブを ド地 に塗 るのが特

徴で ある.そ の ため,他 所で はみ られ ない,ド 地師 が

ある.シ ブはマメガキとい う近辺 に産す る小粒 の柿か

らとる(果 実 は東北の名産).稲 の 穂 で作 った ミゴボ

ーキで塗 る.

(6)塗 師 蔵王産の コウゾ紙(古 来の 名産)で,こ した

漆 を塗 る.ヘ ラ(マ キ,ニ レの木 で作 る)や ハケ(京

都産)で 仕上げ る.下 塗 と巾塗 で終 ってい るが,コ ウ

ゾ紙で こ して漆の爽雑物 を全 く除去 して精良に してい

写真3「 位牌厨子」と「前机」

柱に巻竜がつけてある.中

央は位牌,1可 名かが記入さ

れる.一 山口長栄作品一
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るので,花 塗 と云 ってよい,温 雅,優 美である.

(7)蒔 絵師

(8)仕 組師 箔押 し,金 具打ちして,組 立てる.素 地師より廻 ってきたものが,こ こで

完成品となる.多 くの場合,問 屋がこれを兼ねているが,こ こでは独立 している.

(9)問 屋 山形市では昭和47年現在,8軒 の問屋があった.そ れぞれ拾数軒の下職を も

って,納 入された完成品を販売する.

(10)そ の他 販路は山形を中心に東北一帯,関 東,北 海道が主であるが,京 都にも出荷

す る.春 秋の彼岸前後によくでるが,最 盛期は旧盆の8月 である.仏 壇は洗濯(梅

酢などで洗い修理す る)に 際 して,製 作年代が知られることがあるが,元 禄,宝 暦

までさかのぼ り,多 いのは文化,文 政期である.江 戸時代の文化の普及 と隆盛はや

は り,こ の世界で も,こ の地域で も化政時代であったようである.

大都市に於ける商工業はともに,集 住 して同業者町を形成 しているのが通例であり,山

形において も旧藩時代,塗 師町があった.仏 壇町としては,名 古屋の橘町,金 沢の寺町,

彦根の七曲 り,山 かげにひそんでいるような飯山で も愛宕町と特殊化 されているが,今 日

の山形ではその集住性がみられない.図2の 如 く全市にわたって,仏 壇9職 が分散 してい

る.高 岡もややこの形式 となっているが,問 屋が鴨島,桧 物屋町にかたまり,市 の北部周

辺に7職 が分散 している.

山形では旧藩時代 よりの商店街に問屋があって,問 屋 とは関係な しに全市に百数十戸の

専門業者が広 く散在 してい るのが大 きな特徴である.

》惑
響

図2山 形市仏壇九職分布図

◎問屋 〇九職 卍寺院

∵

∠

一 昭 和47年10月10実 地 調 査 一
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専称寺などの名刹があって,そ の周辺が寺町を形成 していて,寺 院がやや密集 している

が,寺 院が全市にわたって分布 しているのと規を0に している.仏 壇と寺院とは直接何の

関係もないが,両 者が全市的分布をみせているのは山形の特徴といえよう.

位 牌 厨 子

森鴎外のr山 椒大夫』に厨子王が厨子に杞 る地蔵尊の功力で諸難をのがれる話 が あ る

が,厨 子は元来,仏 像,位 牌などを納めるものであるが,本 来,簡 素な ものである.と こ

ろが山形のものは,厨 子仏壇とでも称すべ きもので,す こぶる豪華絢燗たるもので,前 机

を備えた独立 した位牌専用のものである.こ れは山形,秋 田以外にはみられぬ もので,出

羽のものであるといえる.仏 壇は本来は 「仏」を祖るところで,位 牌を杞ると こ ろで な

い.位 牌は仏壇の一隅におくのが普通で,極 端になるが親黛の真宗では位牌とい うものは

な く,メ モ用とで もい うべ き過去帳を一一隅においてお くにすぎない,礼 拝,祭 杞の形をな

していない.

金箔塗 りの位牌は明らかに礼拝の対象であ り,祭 杞の主体である.そ れが普通は仏壇内

に安置 されるか,寺 院に安置 されることがあるが,堂 の一隅 におかれているにす ぎない.

ところが,出 羽の曹洞宗寺院

の開山堂には開山の道元像を

中心に,檀 信徒の位牌が左右

に寺によっては数列にずらり

と杞られている.そ の位牌は

きらびやかな 「位牌厨子」の

中に納められ,前 机 が あ っ

て,常 に香華と光がたむけら

れ,礼 拝供養され,一 種の荘

厳な雰囲気をか もし出 してい

る.開 祖と同列に並ぶことは

「釈迦何人ぞ」的の禅本来の

教義の具体的表現 として,理

解すべ きか.そ れ もあるであ

ろうが,わ た く しは,既 に

やや饒舌に述べてきたように,

写真4法 祥寺(曹 洞宗)開 山堂
一山形市七日町一(昭 .49.8)

左側が檀徒の 「位牌厨子」右側正面(一 部みえる)に

開山道元禅師をまつる.

この山形地域における,先 祖の霊,先 祖の遺体,先 祖の遺

物に威力的な ものを認める,共 感呪術的な ものがあるとみたい.そ れは,第1表,第2表

を一見すればわかるように,曹 洞禅は福島,宮 城,岩 手の大平洋側に も濃密に分布 してい

るに もかかわらず,こ の 「位牌厨子」の流行 しているのは,山 形,秋 田に限る.そ れ も山

形が中心である.秋 田は山形の感染 といったところである.

寺院の形式,伽 藍配置にない葬堂 ともい うべ き平泉の金色堂に代表される東北特有の様

式,そ れよりも増 して,山 形の湯殿山にみられる 「即身仏」のような生の ものがある.そ

こまで行かな くとも,位 牌 というものを 「生身」の如 く崇拝 し,そ の加護を念ずる,東 北

化された,そ れ も古来の出羽三山の修験道の精神におきかえられている仏壇の一様式と考

えるのである.
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ま と め

わが国の大宗派である曹洞宗は諸宗にお くれて弘布 されて,東 海,中 部の山 岳 地 を経

て,東 北に著 しく延びた.そ れは道元の教を大衆化することによって可能であった.「 葬

式」と 「祖先の礼拝」を機縁として郷村に入 った.ま た,そ れを可能ならしめるものがあ

った.そ れは,こ こにはすでに中尊寺の葬堂にみられる遺物尊崇の風と修験道の現身を仏

とす る即身仏の信仰があった.曹 洞の教はそれらと一致させるものであった.近 世の山形

は近江商人などによる上方文化の到達点でもあって,美 術工芸を成立せ しめ うる基盤があ

った.ま た,北 陸にっつ く真宗信仰の外延をな している.真 宗地域は先祖を杞 る の で な

く,本 尊を杞 る地域であるがため,金 箔燦然たる仏壇を尊としている.こ の接触によって

禅でありなが ら金箔仏壇と更に祖霊を杞 る金箔位牌厨子なる特殊な ものを生み出 した.真

宗,修 験,曹 洞の相互の影響によって,山 形の特殊仏壇が成立 した.東 北化されたものが

形成 されたのである.

さらに一c-i,余 言を加えるならば,最 近の都市化現象のあふ りをうけて,本 願寺などに

おいて都市墓地の堂内による立体化(無 量寿堂,東 山浄苑など)が 試みられているが,実

はこの先躍は東北地方にあった.真 宗の開祖親鷺のなきがらを加茂川のいろくずに与えよ

といったとい うのは,葬 法などやかましくいわなか った時代の発言で,そ れを今日にあて

はめようとは,さ らさら思わないが,前 述の試みは真宗教義の曹洞化,東 北化であるとみ

たい.

おわりに,本 稿は昭和47年10月8日 一10日 の短時[1の 現地調査をまとめたものである.

調査に当っては,旅 籠町長門屋山口長栄店主,東 北学院大学教授渡辺茂蔵博士より資料,

写真その他で,即 身仏など民俗学に関 しては,大 谷大学図書館高橋正隆司書より,そ れぞ

れご教示をいただいた.な お,調 査には奈良大学辻田右左男教授にわさ"わぎ同道 していた

だいた.と もに,厚 く謝意を表する次第である.
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Summary

Ihadalreadyshownsomeaspectsofthe・Butsudan'(Buddhist・sholnewor -

shipaltar)industryinourcountryinmyfarmerpapers .ThistimeIsurveyed

thesameindustryinYamagatadistrict,especiallyinthevicinityofYama-

gatacity.Thisdistrictseemsthenorthernmostmanufacturingcenterin

Japan.Apparently,therearemanyferventbelieversofSotoSect,one

branchofBuddhism,inthisdistrictthananyotherregioninJapan .They

believetheimmortalityoftheirancestor'ssouls,andtheyhopeandexpect

theprotectionbyunseensoulsuponthem.

Accordinglytheypiouslyperformtheirreligiousservicesforthedeparted

soulsoftheirarlcestors・figuredin`Zushi'(smallgoldenlaqueredshrine)in

thetemplesbelongingtothem・TosatisfythoseSotobeliever'sspiritual

demand,thereoccuredtheZushiindustryinYamagata,whichisneverfound

inanyotherregion.UfcoursetheButsudanindustrywasalreadyflourishing

here,butinadditionofthis,peculiarZushiindustryoriginatedinYamagata

city.Thereareninebig`Toiya'ormakers,andeachofthemhasown

subordinatesubconstractors,whichnumberedabout150familiesandwhose

worksaredividedinninespecializedprocessesinZushimaking .Assembling

materialsfromthesespecializedworkersandmakingZushiandalsoselling

arethelotsof`Toiya'andthustheveryraretraditionalhomeindustry

wasestablishedhere.


